
教 育 ノー ト

「文 字 ・語 彙」習 得 のための問題 作成 をめざして

一経 営学部で学ぶ専 門用語 を中心 に

尚 真貴子

新垣 公弥子

1.は じめ に

「日本語能力試験」 は、以下に示す よ うに 「文字 ・語彙」 「聴解」 「読解 ・文法」

に分割 して試験 が実施 され る。本稿では、その中の 「文字 ・語彙 」に焦点 を絞 り報

告す る。 まず 、留学生が 日本 の大学で学ぶ にあたって は、主に次 の よ うな試 験 に臨

む必要が ある。試験の概 況 をま とめて示す と以下 のよ うにな る。

各テス トの概況

試験名 試験内容 配点 認定基準または試験概要

日本留学 聴 解 ・聴読解 ・読 解100分 400点 外国人留学生 として 日本の大学 など

試験 記述20分 60点 に入学を希望 するものにっいて、勉

学 に対応 で きる 日本語 力(ア カデ ミッ

ク ・ジ ャパ ニー ズ)の 評 価 を行 うた

めの試験 で あ る。

日本語能力 文字 ・語彙45分 100点 高度 の文法 ・漢字(2,000字 程 度)・

試験1級 聴解45分 100点 語 彙(10,000語 程 度)を 習 得 し、 社

読解 ・文法90分 200点 会生活 をす る上で必要な、総合的な

日本語能力(日 本語 を900時 間程度

学 習 した レベ ル)で あ る。

J.TEST 聴解45分 500点 外国人の日本語能力を測定する試験
A-Dレ ベ ル 1描 写問題 で あ る。 特A級 ～F級 の9段 階 に レ

ll応答問題 ベ ルが分 か れて お り、930点 以上 は、

皿会話問題 特A級 で あ る。 特A級 は、 様 々 な分

IV説 明問題 野、場面 において高度な コ ミュニケー

読解 ・記述問題80分 500点 シ ョン能 力 が あ る(高 度 な 日本語 の

V漢 字問題 通訳 が で きる)レ ベ ルであ る。

VI文 法問題

W読 解総合問題

皿記述問題
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BJT JLRT聴 読解 テス ト 530点 J5～J1十 ま で の6段 階 の レベ ル が

旧JETOR 第1部 聴解 設定 され て お り、J1+に な る と、 ど

第2部 聴読解 の よ うな ビ ジネ ス場面 で も日本語 に

第3部 読解 よ る十 分 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力

JOCTオ ー ラ ル コ ミ ュ ニ ケ ー 800点 が あ る、 と み な して よ い レベ ル 。

シ ョ ンテ ス ト

まず 「日本 語 能力 試 験 」 が1984年 に、 日本 の 大 学 で学 ぶ留 学 生 のた めの 日本 語 到

達度 を測 る試 験 と して 開始 され た。 長 い 間 、本 試 験 での1級 、2級 の合格 が留 学 、 あ

るい は大 学 入 学 の基 準 と され てい た が、全 体 と して文 語 的 な表 現 が 出題 され る傾 向

にあ り、実 際 の 大学 生 活 で 必 要 な 日本語 とは乖 離 してい る こ とが教 育 の場 で指 摘 さ

れ 続 け て きた。 そ の結 果2002年 にな り、 日本 留 学 試 験 が 導入 され た。 これ はキ ャ ン

パ ス言 葉 に重 き を置 い た点 で 、 よ り大 学 生 の 実態 に近 い とい え る。 しか しなが ら、

キ ャンパ ス 言 葉や 口語 を重 視 した結 果 、入 学 後 の 専 門書 で の勉 強 に は対 応 して い な

い とい う面 が 指摘 され 始 めて きた。

上 記 に あ げた テ ス トを段 階 的 に使 用 しな が ら、 日本 語 の熟 達 度 を高 め てい く こ と

を ここで は提 案 したい。 例 え ば大 学入 学 前 に は 「留 学 生試 験」 と 「日本語 能力 試験 」

の学 習 を重 視 し、大 学 在 学 中 には 「日本 語 能 力 試 験 」 を取 得 してい ない者 には取 得

を促 し、 平 行 してrJ.TEST」 につ い て も取 得 を勧 め る。 この こ とで 、 お お よそ 大

学生 活 で必 要 とされ る基 本 的 な 日本 語 は取 得 で きる もの と考 え られ る。 そ の後 は学

生 の希 望 に応 じて 、外 資 系や 日本 企 業 で の就職 を希望 す る もの にはrBJT:Busines‐

sJapaneseProficiencyTest(旧JETRO)」 に挑 戦 す る こ とを勧 め る とい った 段 階 と

各 試 験 の案 内 を充 分 に行 う努力 が教 師側 に も求 め られ るので は ない か と考 える。

2005年 度 のテ ス ト受 験 実 績 と して は 、11人 全 員 が2005年12月 にrJ.TEST」 を受

験 した。 ま た 「日本 語 能 力 試 験1級 」 を取 得 して い な い学 生7人 全 員 が 当該試 験 を

受 験 した。 さ らに 「日本語 能力 試 験1級 」 をす で に取 得 して い る学 生 の うち、2人 が

rBJT(旧JBTRO)」 を受験 し、1人 が合格 した。

本 学 の 日本 語 の履 修 状 況 につ い て は後 述 す るが 、 この よ うな1年 生 の全 国 的 な試

験 へ の取 り組 み は、 上級 生 、大 学 院生 の受 験 意 識 に も影響 が あ り、 申 し込 み に関す

る情 報提 供 を要 望 す る動 き が見 られ るよ うにな って き た。

11「 日本語能力試験1級 合格」への試み

学部留学生 の多 くが、本試験での1級 合格 を 目標 に努力 を続 けてきた、あるいは

続 けているはずで ある。筆者 らは2002年 度 か ら4年 間に渡 り、 日本語能力試験 にお
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い て1級 を取得 してい ない 学 生 に対 し、 そ の対 策 講 座 を 開講 し、 そ の補 助 を試 み て

きた。 そ れ な りに成 果 は あ げ られ た ので は な い か と考 え てい る。2002年 度 、2003年

度 に は 、沖縄 国 際大 学 にお い て のみ の対策 講 座 で あ っ たが 、2004年 度 か らは 、 同時

に神 奈 川 大 学経 営 学 部 で も対 策 講 座 を導入 して い る。 受 講者 の 学習 歴 や 所 属 学 部 に

お い て は一様 で は ない が 、本 学 部 の留 学 生 につ い て以 下 に記 す。

2005年 度本 学 経 営 学 部 入 学 の留 学 生 は 、9人 の 中国 語 母語 話 者 、1人 の ポル トガ

ル 語 母 語 話者(ブ ラ ジル 出身)、1人 の スペ イ ン語 母 語 話 者(ペ ル ー 出身)で あ る。

日本 語 の学習 期 間 は平 均2年 、経 営 学 を主 専攻 とす る学 部1年 生 で あ る。

日本 語 習得 レベ ル と して は 、 日本 語能 力 試 験1級 合 格 、2級 合 格程 度 で あ る。 日

本 語 能 力 試 験1級 の場 合 、語 彙 数10,000語 、漢 字2,000字 、 学 習 時 間900時 間 以 上 が

求 め られ てい る。 これ は新 聞 が読 め る レベ ル で あ り、 漢 字 の数 だ け で見 る と、 日本

人 の 中学 校 卒業 レベ ル(常 用 漢 字1,945字)に ほ ぼ相 当す る。

来 日す る留 学 生 の 数 は 、独 立法 人 日本 学 生 支 援機 構 の2005年 度(2005年5月1日 現

在)留 学 生受 け入 れ 概 況 報 告 に よ る と、 留 学 生121,812人 の うち80,592人(66.1%)

が 中国 か らの留 学 生 で 、 そ の ほ とん どが私 費 留 学 生 で あ る。 加 えて 留 学 生 の 出身 国

をみ て み る と中国 が第1位 で 、前 年 度 よ りも2,879人(3.7%)の 増加 とな っ てい る。

本 学 の場 合 もそ の例 に もれ ず 、2005年5.月1日 現 在 、 留 学 生175人(28ヶ 国)の う

ち 、103人(59%)が 中国 か らの留 学 生 で 、 うち87人(84.5%)が 私 費 留 学 生 で あ

る。 また 、筆 者(新 垣)の 所 属 学 部 に在 籍 す る留 学 生 は68人 で 、そ の 内訳 は学 部 留

学 生45人(国 費1)、 大 学 院博 士 前期 課程17人(国 費1)、 大学 院 博 士後 期課 程1人 、

研 究 生5人(国 費1)で あ り、お よそ95.5%が 私費 留 学生 で あ る(学 内 資料 に よる)。

これ らの 学部 留 学 生 の 留 学 の 目的 は 、 第1に 日本 語 を 習得 した の ち帰 国 し、 外 資

系 の企 業 に勤 め た い。 第2に 日本 企業 に就 職 した い 、 とい うよ うな順 に な って い る。

帰 国後 の こ とや 就 職 の こ とを考 え 、学 士 の取 得 のみ に と どま らず 、修 士 、博 士 の取

得 を 目指 す者 も多 い。

1.2.1試 験の 内容

留学生 が大学 に入学す るまでには、「日本語能力試験」 「日本留学試験」 とい うも

の を受験す る必要があ る。先 にも記 した よ うに 「日本語能力試験」 は文語表 現(書

き言葉)を 重視 していた のに対 し、 「日本 留学試験 」で は、主 にキャンパ ス内で使

用頻度 の高い話 し言葉 を重視す る点が、両試験 の大 き く異な る点である。本稿 では

「目本語 能力試 験」 に焦点 を絞 り、その 中で も留学生が もっ とも苦手意識 を持 って
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い る有 声音 と無 声 音 の違 い 、 特 殊拍 とい った も の につ いて 述 べ た い。

留 学 生 は 、 「日本 語 能 力試 験 」 の1級 を受 験 し、合 格 す る レベ ル に達 してい る こ

とが 一 応 の大 学 入 学 の基 準 とな っ てい る。 「日本 語 能 力試 験 」1級 は、 大 き く 「文

字 ・語彙 」(45点 ・100分)、 「聴 解 」(45点 ・100分)、 「読 解 ・文法 」(200点 ・90分)

とい うよ うに分 かれ る。 そ の 内容 を ま とめ る と(資 料1)に 示 した とお りにな る。

これ は2000,2001年 度 の実 際 の試 験 を、 お よそ10分 の1の 量 に縮約 した形 で あ る。 時

間 にす れ ば 、約4分 で 以 下の 問題 を解 答 す る計 算 に な る。

テ ス トの結 果 は、(資 料1)問 題1の(2)「 自己」 とい うよ うな語 彙 の読 み方 で正

答 率 が低 い。 それ は この語 彙 が有 声 音 と無 声 音 の組 み合 わせ に な っ て い るか らで あ

る と考 え られ る。 留学 生 は 「じご ・じこ ・しご ・しこ」 とい った選 択 肢 で混乱 す る。

これ に加 えて 「じっ こ ・じこ う(じ こ一)・ じ こん 」 の よ うな特 殊 拍 を織 り交 ぜ た

選 択 肢 に も正 答 率 が低 くな る傾 向 が見受 け られ た。 本試 験 で は 「1じ き ・2じ ぎ ・

3じ こ ・4じ ご」 とい った選 択 肢 が用意 され て い るが 、む しろ 日頃 の学 部 留学 生 の

発 音 訓 練 には 、難 易 度 を高 く した 「じご ・じこ ・しご ・しこ ・じっ こ ・じこ う(じ

こ一)・ じこん 」 とい った選 択 肢 を用意 す るこ とが 必 要 なの で は な い か と考 える。

(資料1) 『2000,2001年 度 日本語能 力試験 試験 問題 と正解1級 ・文字 と語彙』 を基 に筆者編集

問題1次 の文 の下 線 をつ け た言 葉 は 、 どの よ うに読 み ます か。 そ の読 み方 を

それ ぞれ の1・2・3・4か ら一つzび な さい。

問 全力 を尽 くして 自己の 記録 に挑 む こ とに意 義 が あ る。

(1)尽 く して

(2)自 己

(3)挑 む

問 題II

(1)(2)

1か く して

1じ き

1い どむ

9
一

9
臼

2

(3)

た く して

じぎ

つ か む

4

4

4

てし

む

く

こ

げ

つ

じ

は

ω

ら0

3

3

なく して

じご

はばむ

次 の文 の下 線 をつ け た言葉 は 、ひ らが なで ど う書 きます か。 同 じひ ら

が な で書 く言葉 を 、1・2・3・4か ら一 つ選 び な さい。

(1)学生 の とき もっ と勉 強 して お け ば よか っ た と後 悔 して い る。

1古 米2国 会3誤 解4航 海

問題 皿 次 の文 の下線 をつ けた 言葉 は 、 どの よ うな漢 字 を書 き ます か。 そ の漢

字 を それ ぞ れ の1・2・3・4か ら一 っ選 び な さい。
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問題1私 は、ていこうしてあばれる犯人 を押 さえ込んだゆ うかんな父をほこ りに思 う。

(1)てい こ う

(2)あ ばれ る

(3)ゆ うか ん な

(4)ほ こ り

問題IV

(1)

1抵 抗

1妨 れ る

1勇 肝 な

1賞 り

(2)

2抵 攻

2荒 れ る

2勇 敢 な

2誉 り

(3)

3邸 抗

3暴 れ る

3雄 肝 な

3誇 り

(4)

4邸 巧

4奮 れ る

4雄 敢 な

4褒 り

次の文の下線 をつけた言葉の二重線()の 部分は、 どのような漢字

を書 きます か。 同 じ漢 字 を使 うものを、1・2・3・4か ら一つ選 びな さい。

(1)彼 が ピア ノ の コン クー ル で優 勝 す る とか く しん して い る。

1

2

3

4

今 年 の 冬 は ひ か くて き過 ご しや す い。

明 日の 会議 に何 人 出 るかrも う一 度 か くにん しよ う。

よ く準備 した結 果 、試 験 に ご うか く した。

次 回 の オ リン ピ ックで メダル か く と くを 目指 して い る。

12.2読 解能 力 と発音能 力

(資料2) 『2000年度 日本語能力試験試験問題 と正解1級 ・読解』を基に筆者編集

問題1次 の文 章 を読 ん で、 後 の 問 に答 え な さい 。答 えは 、1・2・3・4か ら最

も適 当 な もの を一 つ 選 び な さい。

100年 ほ ど前 に あた る1900年 の とき、地 球 上 の 人 口はお よそ16億 人 で あ った 。

それ が 現在 、55億 人 にな って い る。

私 た ち が金 魚 鉢 の金魚 だ と思 えば よい 。3匹 の金 魚 が突 然3.5倍 の11匹 に増 え

れ ば水 が 濁 る よ うに、3.5倍 も人 口が増 えれ ば環 境 に何 らか の 悪 い 影 響 が 出 る

の は 当然 で あ ろ う。 この人 口の ま ま止 まれ ば ま だ よい の だ が 、(中 略)た い へ

ん な い勢 い で まだ 増 え続 け て い る。1991年 で の世 界 人 口の増 加 率 は1.7%と 推

定 され て い る が 、そ れ で計 算 す る と、人 口は40年 間 で倍 増 す る こ とにな る。 こ

の増 大傾 向 の修 正 の た めに は 、地 球 上 の私 た ち全 員 の ライ フ ス タイル の 見 直 し

が急 務 で あ る。 それ に は どの よ うな課 題 が あ るの だ ろ うか。(中 略)

1つ は私 た ち全 員 の価 値 観 の 問題 で あ る。 伝 統 的価 値観 と して 「子 沢 山 」 が

望 ま しい とみ なす 民族 は世 界 で も少 な くな い。 私 た ち の民族 もそ うで あ る。 子

沢 山 を祝 福 す る気持 ち が私 た ちの 国 で は現 在 で もあ り、 に ぎや か な家 庭 の幸福

像 を描 きが ち で あ る。1989年 に 、1人 の女 性 が一 生 の 間 に 平均 して何 人 の 子 供
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を生む か とい う合 計特殊 出生率 が1.57に なった とき、1.57シ ョック とい って大

騒 ぎになった。そ の騒 ぎも、 この価値観 と関連 してい る。 その ときに、子供 が

1人ではかわいそ うだ、 日本 の将来 の労働力 の減少 を ど うす るのか、 とい うよ

うな指摘 があった。 自民族 の人 口の減少 に対す る警戒 心はたいへん強いのであ

る。 もちろん、 ここでは国や民族 レベル での議論 を しているのであって、個別

の家族 の子沢 山の是非 を論 じてい るのではない。

2つ 目の問題 は社 会 システ ムの問題 である。 とくに貧 困 と差別 にっ いて考 え

る必要 がある。 国の経 済力不足な どで国の社会保 障が十分 でない と、老後 な ど

を心配 して国民は ある人数 の子供 をつ くろ うとす る。 また、貧 しい家族 は子供

に家族 の労働 力 を期待 して子沢 山にな る傾 向が見 られ る。

さま ざまな差別 が人 口に関わ るライ フスタイル に影 響 を与 えるが、 とくに男

女差別 は直接 的 な影 響 を与 え る。 環 境 と開発 に関す る世界委員会 がま とめた

『地 球の未 来 を守 るた めに』(OurCommonFuture)は 女性 の地位 の向上が子

供数 の減少 につなが ると指摘 したが、 これ は大切 な指摘で あろ う。 女性 の地位

が向上すれば、家族 内での子供 を産む か ど うか とい うこ とについて女性 の発言

権 が増大 し、その よ うな社会にお いては子供 の数が減 少す る。 また、女性の雇

用機会 が十分 に与 えられ てい る社会 では、婚姻年齢 が上昇 し、その ことが子供

の減少 につながってい るとい う。

(鳥越皓之編 『環境 とライフス タイル』有斐閣アルマ による)

以上は、2000年 度 「日本語能力試 験」の読解問題 の一部 であるが、この文章をお

よそ10分 で読解す る力が学部留学生には必 要である。決 して容易な文章ではな く、

筆者 らが本稿 で試み るよ うな経営学の専門用語 を学習す る必要 もない くらいの レベ

ル に到達 してい るよ うに一見み える。 しか し、実際 には特 に漢字圏の留学生 に とっ

て読解 は、比較的高得 点に結びつ きやす い試験項 目である。読解 、文章作成 が一定

の レベル に達 してい る場合 、大学の講義 を受講 し、単位 を取得 できる能力 を有 して

い るもの と判断 して しまいがちであるが、発音す るこ と、つま り有声音 と無声音の

区別 ができるこ とと前述 の能力 とは分 けて考 えた方が よい。

1.3.1有 声 音 と無声音習得の方法 と成 果

留学生 の母語 が中国語 である場合、その多 くが 「文字 ・語彙」の項 目を苦手 とす

る者 が多い。 それ に中国語 と日本語 との有声音 と無声音 の対立の構造が異な ること
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に起因 してい る と考 えられ る。 その詳細 は別の機会 に譲 る。

ここでは 「日本語能力試験1級 」の 「文字 ・語彙 」に焦 点をあて、その学習方法 と

学習成果 について述べ てい く。

調 査対象者 は、2005年 度本学経 営学部入学の留学生で、9人 の中国語母語話者 、

1人 のポル トガル語母語話者(ブ ラジル 出身)、1人 のスペイ ン語母語話者(ペ ルー

出身)で ある。 日本語 の学習期 間は平均2年 、経 営学 を主専攻 とす る学部1年 生 で

ある。

1.3.2学 部教 育 にお け る留 学生 の概 況

現在 、大 学 に お け る学 部 留 学 生 の 多 くは私 費 留学 生 で あ る。 そ して大 学 にお け る

講 義 を聴 い て理 解 し、 かつ 単位 を 取得 で き る能力 を有 す る こ とが 受験 資 格 とな っ て

い る し、 また 大 学側 で もそ れ を入 学 の基rと して い る。 以 上 が学 部留 学 生 に必 要 な

日本 語能 力 で あ るが 、実 際 問題 と して 、留 学 生 が入 学 した後 、直 面す る問題 と して

は、 単位 の修 得 率 の悪 さ とい うもの が あ げ られ る。 例 えば 、本 学 部 で は43単 位 ま で

の 取 得 が1年 生 で 可能 とな る。 しか し、留 学 生 の場 合 平 均38、40と い うこ とが多 く

見 られ る。 そ れ か ら上級 生 に な る と、演 習 で は 口頭 発 表 が課 せ られ る。 そ の場 合 に

は、 い わ ゆ る発 音 面 の悪 さ とい うこ とが 問題 点 と して あ げ られ る。 本 稿 で は学 部 留

学 生 の発 音 が どの よ うな もの なの か 具体 的 なテ ス トで の誤 読 例 を示 しな が ら、分 類

し考 察 して い きた い。

日本語 は 、基 本 的 に は子音(C。nsonant)と 母 音(Vowel)の 組 み合 わせ に よ り構

成 され るCV構 造 で あ る。 例 え ば 「花 」(hana)と い う子 音 と母 音 の組 み 合 わせ で あ

る。 この 基本 構 造 に加 え て特 殊 拍 とい うもの が あ る(Q、CN、V構 造 とい った もの

で あ る)。 例 えば 「各 国」(か っ こ く)と 「過 酷 」(か こ く)と い った 区別 は 、 日本

語 にお い て擾 音(Q構 造)が 意 味 の弁 別 に役 立 っ音 素 で あ るた めで あ る。 それ か ら

「盛 ん」(さ か ん)と 「参 観 」(さ ん か ん)と い っ た促 音(CN構 造)も 意 味 の弁 別 に

役 立っ 音素 で あ る し、 「お婆 さん 」(お ば 一 さん)と 「叔母 さん 」(お ば さん)と い っ

た長 音(V構 造)も そ の一つ で あ る。 以 上、 日本 語 の共通 語 の 中に はQ、CN、Vと い っ

た3種 類 の特殊 拍 が あ り、 これ らは いず れ も留 学 生 が習 得 しに くい音 素 で あ る とい

え る。

これ らに加 えて 、発 音 習 得 を困難 に してい る一翼 を担 うのが 、有 声 音 と無 声音 と

の弁別 で あ る。 例 えば 「原 理 」(げ ん り)と 「権 利 」(け ん り)と い った 区別 で あ る。

これ らの 区別 は、 特 に 中国語 、韓 国語 を母 語 とす る留学 生 に とって は母 語 の 干 渉 を
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受 け、そ の区別 の習得 が難 しい。発音 の面では、 これ を習得す ることができれば、

日本語 を制 した といって も過言 でないほ どに重要課題 で ある といえる。

本学の学部留学生 は、1年 生の うちに4科 目8単 位 の 日本語 を履修 す ることが多

い。場合 によっては英語や他の言語 を履修す ることもあるが、基本的には 日本語 を

履修す るこ とになっている。1年 生 で履修 を終 える と、上級 日本語 の科 目が設定 さ

れ ていない現況 では、その他に 日本語 を学習す る機 会 はほ とん どない状況 にある と

いえ る。2年 生にな ると、ゼ ミとい う形式で各論 を学ぶ こ とになる。 その折 に、 レ

ジュメを作成 し、ゼ ミにおいて、い わゆる演習形式で 口頭発表 を行 なわなければな

らない。その折 に留 学生のいわゆる 「発音の悪 さ」 とい うものが指摘 され る。例 え

ば 「組織」 を 「そ うしき」 と発音すれ ば、 日本語 を母語 とす る者 には不快 に感ず る

であろ う。や は り 「葬 式」 と聞 き取れ る し、 どんなに発表 内容 が良かった としても、

円滑な ミュニケー シ ョンを取れ てい るか といった視 点か らすれ ば、 円滑ではない と

いわ ざるを得 ない。

このよ うな、いわ ゆる 「発音の悪 さ」 とい うもの をどれ くらい緩和 していけるか、

1年 生の前期 は比較 的緩やかに学習 を進 めてい くべ きか どうか、非常に悩 ま しい と

ころではあるが、1年 生の うちに 日本語の履修 を済ませ ておかなけれ ばな らない と

い う現状では、や は り集 中的に発音 の問題 に対処す る必要性 を痛感 した。そ こで、

今年2005年 度 は、経 営学 をご専門 とな さる諸先生がた に基本文献の ご紹介 をいただ

き、小松章著 『基礎 コース経営学』 をテ クス トとし、その 中の専門用語 あるいは一

般 的な 日常用語で あって もできる限 り設問 として取 り上げ、単語、複合語の形 で作

問 し、1回50題 のテ ス トを作成 しテス トした。その結果 、 コミュニケ.___ションが取

れ ない、も しくは と りに くい学生 ほ ど、読み方の間違い が多いことがわかってきた。

そ の点を克服す るた めに、採点後、返 却す る際 には、まず 、解答 を学生 に板書 して

もらい、その間違 いや 、補足 を教師が補 う形を とり、その後 で音読の練習 を行 った。

これ は、視覚的に文字 を追いなが ら、有声音 と無声音 の発音の違 いがあることを認

識 し、実際の発話 に注意す るこ とを 目的 としてい る。

1.4到 達 目標

1.4.1講 義 内における到達 目標

学部留学生 に必要 な 日本語の レベル は、基本的 に 日本語能力試験1級 合格程度 あ

るいは 日本留学試験 によ り選抜 され た もので、大学で行われ る一般的な 日本語 で行

われ る講義 に問題 な く参加 で きることが前提 となる。 留学生の多 くは、 これ までの
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日本語 の授業 とは異 な り、専門的な分野 を学べ るとい うことに、非 常に興 味を持 っ

ている。 しか しなが ら、講義 内での耳慣 れない専門用語 の聴 き取 りに苦戦 してい る

現 状が うかがえ る。 そ こで、本 講義で は 『基礎 コー ス経営学』(小 松章 著)を 用い

なが ら、その用語 にっいてテス トを作成 し実施 した。テ ス ト結果 は分析 し、学部留

学生が実際の講義 で どの程度 、内容 を理解 で きてい るのか とい う点につい て考察 し

た。1年 間の講義 終了時 には(資 料3)の 文章が途切れ る ことな く、音 読で きるこ

とを 目標 として設 定 した。

(資料3)『 基礎コース経営学』(小松章)を基に筆者作成

株式公開 人 の一生 と同 じよ うに会社 にも 「一生」 をあてはめた場合 、株 式

会社 に とって、成人式 にあた るものは、株 式の公 開である。株式会社 は、 もと

もと発起人以外 の多数の人々か ら出資資本 を調達 できるメカニズムを内包 した

企 業形態で あるが、その機能 は、ま さに株 式を市場 に公開 して こそ完全 に発 揮

され るのであ る。 いってみれ ば、株式会社 は、株式公 開によって制約的 に一人

前 となるのであ る。株式の公 開に よ り、特にそれ が証券取引所へ の上場 である

場合 には、資本調達の手段は、飛躍的 に向上す ることになる。私た ちの会社 も、

創 業以来、経営者 ・従業員 が一丸 となって努力 を重ね てきた結果 、順調 に業績

を伸ば してきた。

1.4,2日 本語能 力試 験1級 における到達 目標

学部留学生である以上、 日頃の講義 を受講 し、単位 を取得す る能力 を有す る必要

が求 め られ る。 そのためには上記 に設定 した 目標 に到達す るくらいの 日本語力 が必

要である と考 えられ る。 これ と平行 して 目標 としたいのが 「日本語能力試 験1級 」

における合格点であ る70点 に 「文字 ・語彙 」の項 目で達す ることとした。
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(資 料4)

経営学に関する漠字学習(企 業と経営)

201企 粟論理

202目 的と手段の連鎖

203非 営利組繊

204悪 い仕事を淘汰する

205組 織変革

206職 能別組織

207証 券会社

208購 買活動

209損 益分岐点

210生 産性の向上

211固 定費が増大する

212費 用の回収

213企 業間信用

214納 品集者

215財 務活動と労務活動

216資 本を調達する

217労 働 力を確保する

218人 的資本

219朱 熟練労働

220研 究開発

221企 業収益の分配 問題

222報 酬制度

223負 の効用

224満 足感を得る

225年 功序列

zoo

5

226能 力・成果主義

227新 卒一括採用

228キ ャリア■視

229外 部委託

230常 務取締役

231作 業管理職能

232具 体的戦 術

233財 務的意 思決 定

234人 事管理

235委 譲する

236地 域別事 業部制

237外 部環境

238共 通認識

239経 営資源

240比 較的危険愛好者

241成 熟期

242企 業組織の活動領域

243持 株会社

244企 業形態

245企 桑間の結びつき

246事 桑部制

247内 部の人事組織

248財 務賭表

249経 営分析

250財 務戦略
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2.テ ス ト内容 と実施 方 法

『基礎 コー ス経 営 学 』(小 松 章著)を テ ク ス トに問題 を作 成 しテ ス トを実施 した。

テ ス トは講 義 開始 後 の お よそ15分 間で あ る。2005年 度 にお け る著者(新 垣)の 日本

語 担 当 コマ数 は週 に3回 前後 期 で 、実 施 回数 はお よそ90回 で あ る(3回 ×15回 ×2期=

90回)。 第5回 目の講 義 で 使 用 した漢 字 テ ス トの概 要 は(資 料4)の とお りで あ る。

2.1誤 読 別語 彙 の 分 類

留 学 生 が誤 読 す る場 合 に は い くつ か のパ ター ンが み られ る。 「1有 声 音 と して 誤

読 した語 彙 の例 」 「■無 声音 と して誤 読 した語 彙 の例 」 「皿特殊 拍 を挿 入 した誤 読例 」

「IV特殊 拍 を脱 落 させ た 誤 読 例 」 「V誤 読 」、 そ して 「W誤 読 しな か った 語 彙 の例 」

とな る。 その パ ター ン別 に分 類 し示せ ば[表1-1]か ら[表1-5]の よ うに な る。 た だ し、

「人事 管 理 」 「内部 の人 事組 織 」 とい った設 問 で 、 同 じよ うに 「に ん じ」 と誤 読 して

いた 場合 には 、 「番 号」 に問題 番 号 を併記 し、 「問題 」 「誤 読 語 」 「誤 読 例 」 を こ こで

は ま とめて記 した 。

[表1-1]1有 声 音 と して誤 読 した語 彙 の例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 207 損益分岐点 分岐点 ぶん ぎてん

2 240 比較的危険愛好者 危険 きげん

3 221 企業収益の分配問題 分配 ぶんばい

4 232 具体的戦術 具体的 ぐだ い

[表1-2]II無 声 音 と して誤 読 した語 彙 の例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 207・243 証券会社 会社 か い しゃ

2 221 企業収益の分配問題 分配 ふ ん はい

3 211 固定費が増大する 増大 ぞ うたい

4 202 目的 と手段の連鎖 手段 しゅ うたん

[表1-3]皿.特 殊 拍 を挿 入 した誤 読 例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 248 財務諸表 諸表 し ょ うひ ょ う

2 217 労働力を確保する 確保 か くほ う

3 225 年功序列 序列 じ ょ うれ っ

4 242 企業組織の活動領域 組織 そ う しき

5 209 損益分岐点 損益 そ うえ き

6 202 目的と手段の連鎖 手段 しゅうたん
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[表1-4]IV.特 殊 拍 を脱 落 させ た 誤読 例

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 222 報酬制度 報酬 ほ し ゅ う

ほ し ゅ

2 212 費用の回収 回収 かい しゅ

3 221 企業収益の分配問題 収益 しゅえ き

[表1-5]V.誤 読

通番 番号 問題 誤読語 誤読例

1 219 未熟練労働 未熟練 み じゅうれん

み じゅねん

2 225 年功序列 年功 れん こ う

3 227 新卒一括採用 新卒 しんそ く

4 231 作業管理能力 作業 さ くぎ ょ う

5 234・247 人事管理 人事 にん じ

6 241 成熟期 成熟期 せ い じ ゅ う き

せ い じ ゅ っ き

7 202 目的 と手段 の連鎖 連鎖 れん さ く

8 209 損益分岐点 分岐点 ぶ ん してん

9 214 納品業者 納品 な っひん

なひん

to 218 人的資本 人的 ひ とて き

11 223 負の効用 負 まげ

12 229 外部委託 委託 い と く

13 230 常務取締役 取締役 とりひ きや く

14 238 共通認識 認識 にん し

15 240 比較的危険愛好者 比較的 ひ こうて き

16 244 企業形態 形態 せ いたい

17 249 経営分析 分析 ふ ん しっ

VI.誤 読 しな か った 語彙 の例

次 に あ げ る例 は誤 読 が なか った例 で あ る。 「購 買 活 動(208)」 「企 業 間信 用(213)」

これ は、 留 学 生 が誤 読 しな か った語 彙 項 目で あ る。 語彙 の後 の()内 の数 字 は 、

テ ス トの番 号 で あ る。 ま た 「常務 取 締 役(230)」 の設 問 は上 位2人 を 除い た 全学 生 が

誤 答 した 。誤 答 と して多 か った答 えが 「じょ うむ と りしめや く」 で あっ た。 この よ

うな和 語 にっ い て は 、留 学 生 が読 め ない こ とが 多 いの で 強化 訓 練 対 象語 彙 で あ る と

い え る。
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2。2「 日本語 能力試験1級 」取得者 とテ ス トとの 関連

上記 の語彙 テス トを採点後 、返却す る際 には、まず解答 を学生に板書 して もらい、

その間違 いや 、補足 を教師が補 う形 を とり、その後 で音読の練習 を行 った。テス ト

は各2回 ずつ 、一定期 間 を置 いて実施 した。 そ の得 点結果 の変動 について は新 垣

(2006)を 参照 されたい。

[グラフ1][表2]

0

5

0

5

0

5

0

5

0

噸

嘩

4
・

ハ」

3

2

ウ
h

」1

1

第5回 漢 字テス ト

一 得点

灘1鍛 瓢醗鷲燃i撒 諜欝鉱澱 鐸欝 驚即照灘欝:郡 灘鴛奪….こ ㍗_層'.曲__、,旨 、凸.∫t}師.…}}',<."∵ 訂 、ぐ{∫∵_、..〕

li:i;三琴≡窪:i三{}綴遍 饗i:・饗1恭1・灘;脳i二 蕪i;1灘1ぎ1・1:li:三}}≡濫 ・〈:aw・{�〉占 ㌔

簿 薦 難:1≡{li茸li購鑑 ～ii;li欝=i…!〕姦1;t誉麟i鱗 総1瓢:i蝕lii融 ≡・〉}・{尋1淫

鎧…:儲郡 総:1{=載i蝋 蹴;:…i,rli蹴二i:轡1塾蹴 刷'繍 」il灘議il羅i
、 、 、{㌧ずく

中"中 「ウ ヤ㌔中、 姫'中 昏{中 ず呼 、"曽 艸

….岬 輯 ウ 中 く・:,,必 』 凸 己藍h凸 、,俘 野 卿"}'・ ・仲 ・'へ く凸'・'^'・,

i;驚1鎌 ・1懲1難ii醸ll錦;三 漁 一〇i3trM-t})iCv4i<・≡:鷲鱗 擁i三i雛 燃 鐙 曳1…・二……戦il燵

繍 齢1韓:-Otrtrenr}i}r≡1騰i琴1…鑑 鰻}i欝ri;;〉:=lii≡搬 晒ir雛 ∴li。liii・;….,r,^F㍗k簑
lll濡i蕪 灘 ≧蕪 驚 ≪,二i}i瀞灘li欝1三聖:ii難1灘1:三`1猛'i濤轍;i戴 灘 ㍊1

鍵 鱗 ≡三:}慣li繍 欝i臓1≡ ・'・o<<.....*...・..i...s..:;叢ヨ蒸ill≡1鱗:・i麟:量 二:1;三盤:禦i::三!}i{

123456789101112

学 生

学生 得点

i 36

2 36

3 34

4 33

5 33

6 27

7 27

S 26

9 23

10 14

11 6

上記 に示 した結果 は、第5回 目に実施 した漢字 テス トの結果であ る。2005年 度の

「日本語能力試 験」で1級 に合格 した1人 を含 めた計6人 が既 に合格 した者 で、上

位 を占めている。 この一 回の試 験 をもって、合格者 と上位者 との関係 を意 味づ ける

ことはで きないが、現在 、筆者 らが各成績 を整 理 した段 階では、上記 の よ うな結果

となってい る。

2.3今 後の課題

今年度 は、学年末 に実施 され る 「日本語能力試験1級 」 の合格 に向 けて、 「文字 ・

語彙」 を中心 に学習 を進 めて きた。その進 め方 と しては、 「日本語 能力試i級 」の

過去問題 に固執す ることな く、 日頃の専門科 目の講義 内において必要 となるで あろ

う専門書 の語彙 を中心 に漢字テ ス トを実施 し、 「文字 ・語 彙」 の強化 に努 めた。 し

か しなが ら、6人 が受験 し、合格者 は1人 に留ま る とい う結果で あった。 このこ と

を踏ま え、来年度 は、専門書 よ り選 定 した漢字以外 に加 え、「日本語能力試験1級 」

の過去問題 か らも漢字テス トを作成す る必要性 を痛感 した。

2005年 度 に不合格になった学生の 「文字 ・語彙」の得点 にっいて調査 した ところ、
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いず れ も50点 台 で あ る こ とが わ か った。1級 にお い て は、 おお よそ70パ ーセ ン トが

合 格 ライ ン とされ る ので 、 残 りの10点 あま りの得 点 を今後 どの よ うに伸 ば して い け

るか が課題 で あ る。

また、漢 字テス トの得点 と 「日本語能力試 験1級 」合格者 との 関係性 について観

察す る場合、漢字テ ス トの学習効果 を明確 にす るためにも学習 を開始す る段階のプ

レースメン ト・テ ス トの導入 について も考 え る必要が ある。

おわ りに

本稿 では、経営学 におけ る語彙 を基 に、留学生 が誤読す る 日本語の漢字 の読み方

について考察 した。有声音 ・無声音の区別 の習得、特殊拍 を含 む語の習得 は中国語

を母語 とす る留学生 に とってはかな り困難 な課題で あるとい える。視 覚によって留

学生 の発 音の間違い を見て取 ることができる とい う観 点か ら、前出 「日本語能力試

験」(資 料1)の 問題パ ター ンは有効で ある と考 えられ る。 出題パ ター ンとしては

これ に従 い、『基礎 コー ス経営学』 にみ られ る語彙 、セ ンテ ンスを基に例1の よ う

な問題 を作成 した。

例1『 日本語能力試験試験問題 と正解1級 ・文字 と語彙』を基に筆者作成

問題1次 の 文 の 下 線 を つ け た 言 葉 は 、 どの よ うに 読 み ま す か 。 そ の 読 み 方 を

そ れ ぞ れ の1・2・3・4か ら一 っ 選 び な さ い 。

大 量 生 産 大 量 消 費 に よ っ て 、 価 格 破 壊 が 起 き て い る。

(2)

(1)大 量 た い り ょ う だ い り ょ う た り ょ う だ い り ょ

(2)rirカ 」カミく カaカaく 力弐力監く 力弐力Σく

職場での人間関係を友好に保つには、個人の主義主張を許容することが大切である。

(1)

(1)職場 しょくばん しょくば

(2)主義 しゅぎ しゅうぎ

しょっくば しょぐばん

しゆっぎ しゆ うぎ

生産性 を高 めるためには、作業の分業や協業が必要であ る。

(1)(2)
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(1)作業1さ ぎ ょ2さ ぎ ょ う3さ くぎ ょ う4さ くぎ ょ

(2)協業1き ょうぎょ う2き ょぎ ょ う3き ょうきょ4ぎ ょ うぎ ょ

この よ うな視 覚 を通 して学習す る試験 の形態 は、成人 してか ら外国 に留学す るこ

との多い、留学生に とっては有効な学習方法であ ると考 え られ る。 これ までは、留

学生の基礎教 育ない し学部入 学以前の教育 にその力 を傾注 しなけれ ばな らなかった

が、ある程度入 学以前 の教育の質が安定 して きた現在 の状況、そ して留学生の 日本

語能力が年 々向上 している状況 をみて も、留学生教 育は次 の段階へ と進 むべ きであ

る と考える。 具体的には、各学部 における概論 書 をテ クス トとした漢字の読み方 を

問 うテス トを作成 し、解答 して もら う。そ してiえ あわせ を行い、発音訓練 をす る。

視覚 と発音す るこ とを合 わせた発 音訓練 の繰 り返 しが、いずれ必要 となる 口頭発表

の際の適切 な発 音修得 に成果が あるもの と考 える。

今年度 は、講義 の仕上 げ として(資 料5)に 示 した 『基礎 コース経営学』 の一部

を学習者た ちに音読 して もらった。 以下の量 とレベル の文章 であれば、 日本語 を母

語 とす る者 に対 して不快 を与 えない よ うな音読がで きるよ うになって きた。

(資料5)『 基礎コース経営学』p.80より引用

株式公 開は、設立時以来 、発起人 と募集 に応 じた少数 の範囲 の株 主 とか らな

る創業株 主に よって限定的 に所有 され てきた株 式会社 が、所有権 を開放 し、会

社か ら多数 の株主 を受 け入れ るこ とに よって、ま さに株式会社本来 の形 態 に脱

皮す る行為 にほかな らない。つ ま り、株式会社 は、株 式公 開に よって初 めて十

全 な意 味での株式会社 にな りうるのであ り、逆 にい えば、株式 を未公 開の株式

会社 は、たんに法形式上、株式会社 として存立 している とい うにす ぎず、経済

上は、株 式会社 として は未 完成 である といわなけれ ばな らない。

株式公 開は、通常、「増資(資 本 金の増額)」 に合 わせて、その増資新株 を証

券市場 を通 じて広 く売 り出す ことによ り、実現す る。証券市場 では、誰 もが 自

由に買い手 として参加 できるか ら、株 式公 開は、不特定多数の投資家 を株主 と

して受 け入れ るこ とになる。 ちなみに、 同族色 の濃 い企業の 中には、株式公 開

を嫌 う傾 向がみ られ るが、そ の理 由はま さにこの点にある。不特定多数 の投資

家 を、 自分 たちの 「身 内」 とみ るか、それ とも得 体の知れ ない 「よそ者」 とみ

るかの違 いが、株式公 開に踏み切 るか否 かの分かれ 目になってい る といって よ

いだ ろ う。
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本研究 の資料は、例1で 示 した よ うな問題 を作問す る場合の基礎資料 として利用

していきたい。今後 もこの よ うな基礎資料 を整 え、学部留学生のための発音習得 の

手助 け となれ ば幸いである。 また既述 の通 り、 この発音訓練な らびにその習得 は大

学にお け る講義の時の聴 き取 りはもとよ り、 口頭発表 をす る場合 において も有効 な

方法 であ ると考 え られ る。

専門教育 に関連す る 日本語訓練のための 問題集 が少 ない状況で、学部留学生が単

位取得 に向けて学習す る環境 を早急 に整 える必要性 を痛感 していた。2005年 度 は 日

本語 のクラスで実施 したテ ス トを分析 しな が ら、 よ り高い学習成果 を 目指 した問題

作成 に取 り組 んだ。2006年 度 はこれ に加筆修 正 を加 えなが ら、 よ りコンパ ク トで整

理 され た問題集作成 に取 り組 んでいきたい。
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